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府立八尾翠翔高等学校
校長　久郷　正征

平成30年度　学校経営計画及び学校評価

１　めざす学校像
	１　生徒一人ひとりの持てる力を最大限に引き出す学校
２　希望する進路が実現できる学校
３　社会人として通用するマナーと社会人基礎力（考え抜く力、行動する力、コミュニケーション力）が獲得できる学校
４　質の高い教育により、人間性豊かな人材を育成する学校
５　生徒及び保護者が「入学して（入学させて）良かった」と思える学校



２　中期的目標
	＜※平成30年度からの3か年目標＞
１　基本的生活習慣を自らコントロールできる生徒の育成　　― 生徒指導の充実 ―
(1) あいさつ運動や生徒との対話を重視し、安心して学習に臨み、かつ魅力のある学校づくりをめざす。
(2) 社会人として通用するルールやマナーについて、自ら考え自ら行動できる生徒の育成をめざす。
(3) 生徒個々のニーズに寄り添い、生徒が相談しやすい生徒指導体制をめざす。
　※生徒向け学校教育自己診断における「学校生活についての教員の指導」に関する項目における満足度（平成29年度63％）を毎年３％引き上げ、2020年度には72％にする。
２　夢や目標に向かって自ら努力できる生徒の育成　　― 進路指導の充実 ―
　(1) 現行の｢３年間を見通した進路指導｣を発展させ、新しい教育システムに適合したキャリア教育指導を再構築する。
　(2) 教育課程の再編を通じて現行の授業内容も見直し、より個々の進路希望に対応できるような授業の質の向上をめざす。
　(3) 各教科の指導内容と進路実現との関係性を重視し、教科間の意思疎通を図りながら、相互補完的な学習指導を構築する。
　(4) ＩＣＴ機器の活用や研究発表活動、アクティブラーニングの機会を増やすことによって、生徒の学習意欲や自己表現力の向上をめざす。
(5) 生徒個々の学力測定を綿密に行い、計画的な学習スケジュールを提供し、家庭学習の定着化を図る。
(6) 外国語学習や国際交流を通じて、国際社会の一員としての自己実現をめざす。
　【進路成果指標】３年生時点における第１志望大学の合格率90％以上。国公立大学及び難関私立大学合格者数の合計15名以上。
　※生徒向け学校教育自己診断における「進路実現に関する項目」における満足度（平成29年度82％）を毎年２％引き上げ、2020年度には88％にする。
３　文化・芸術・スポーツを愛し、心豊かな感性を持つ生徒の育成　　― 特別活動の充実 ―
(1) 行事や特別活動を通じ、生徒が自主的・主体的に参加できるような土壌を育成する。
(2) 行事や特別活動を通じ、プレゼンテーション能力の向上をめざす。
(3) クラス活動等の活性化から学校行事の質を向上させ、生徒の自己有用感の育成を図る。
　※行事やホームルーム活動等の満足度（平成29年度66％）を毎年２％引き上げ、2020年度には72％にする。
４　地域や社会で貢献できるボランティア精神を持つ生徒の育成　　― 地域連携の充実 ―
　(1) 生徒会などと連携し、学校広報活動(学校見学会、体験入学等)や学校行事への生徒の主体的な参加を推進する。
　(2) ｢地域との連携｣の中から、生徒の自己有用意識を高めるため、地域の清掃活動や各種施設等に対する、生徒の参加の機会を増やす。
　(3) ホームページ等での情報発信力を高め、保護者や地域とのより綿密な連携を構築する。
　※生徒が主体的に参加する学校説明会やボランティア活動の参加者（平成29年度参加400人）を毎年増員し、2020年度には550人にする。
５　人の立場に立って考えることの出来る豊かな人権感覚を持つ生徒の育成　　― 人権教育の充実 ―
　(1) 安全安心な学校づくりの観点から、｢人権教育基本方針｣や｢人権教育推進プラン｣等に基づき、差別を許さない力と意志を持った生徒の育成をめざす。
　(2) 相談体制を高め、様々な課題がある生徒のサポートに対応するための環境整備を充実させる。
(3) 知的障がい者自立支援コース生徒に「ともに学びともに育つ」教育を実践する中で、全校生との人権意識の向上をめざす。
　※生徒向け学校教育自己診断における人権教育等に関する項目における満足度（平成29年度70％）を毎年３％引き上げ、2020年度には79％にする。



【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［平成30年12月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	[bookmark: _GoBack]【生徒指導】
○生徒の学校満足度は例年通り学年進行にしたがって上昇、保護者の満足度が高いことも例年通り。昨年に比べ各数値が若干下がっており、学校行事等の魅力化や生徒の主体性や自主性を尊重していくことで克服したい。一方、ディベートやプレゼンの場が大幅に増えているという結果は特筆すべきである。
○「学校生活について先生の指導は適切か」の項目が、昨年より５ポイント下降、指導について、生徒・保護者への説明や、理解を促すことが喫緊の課題である。
【進路指導等】
○進路指導に関する項目では、生徒・保護者とも相変わらず高評価で昨年比５ポイント上昇している。一方、放課後や長期休業中の補習・講習について、保護者向けで昨年より数値を下げている。実時間数は昨年度よりも増加しているので、情報提供に問題があると考え、ＨＰ等の活用を工夫したい。
【学習指導等】
○「授業がわかりやすい」の項目が、昨年度より５ポイント向上、懸案であった「ＩＣＴ機器の活用」「プレゼンの機会」「家庭学習の定着」はそれぞれ目標以上の伸びを示しており、授業改善の成果が現れていると考える。
○「教え方の工夫」の項目では、昨年度より５ポイント以上上昇、教員相互の授業見学や研究授業の取組みが功を奏している。次年度は「学力向上委員会」を立ち上げ、このペースを加速化させたい。

【特別活動】
○ホームルーム活動や学校行事の項目は昨年より数値が下降。また、部活動の項目でも昨年度より７ポイント下落している。これは保護者のデータでも同様の傾向で、生徒会活動やホームルーム活動の活性化が本校の大きな課題といえる。
【地域連携】
○年々地域との連携の機会は増加、特に今年度は小学校との連携事業が加わった。学習指導、部活動連携など、生徒が地域で活躍できる場が広がった。また大阪教育大学との連携事業も始まり、こうした取組みが学校への満足度につながるよう次年度以降一層推進したい。
【人権教育】
○「命を大切にする心や社会のルールを守る態度を学ぶ機会がある」の項目は昨年度比５ポイント以上上昇。ここ数年、先進的な人権教育を企画・実践してきている成果と考える。
○いじめについての項目を昨年度から新たに設定した。生徒の数値は昨年度とほとんど変化がない。他のアンケートでも本校での「いじめ」事象は無いとの結果が出ている。
	【第1回：6月22日】
1 平成30年度学校経営計画より
・学力向上は、学校の授業が基本となることを生徒はしっかり認識すべきだ。授業をきっちりと理解していない生徒は伸びない。
・今年のような定員割れを防ぐには、語学（英語力）を伸ばすことが肝要、国際交流や民間の検定テスト等を利用して、生徒のモティベーションの向上に努めてはどうか。
・プレゼン能力の向上には、言いたいことが自由に言える環境が必要だ。生徒と先生との距離感が遠いのではないか。
・生徒会活動などで、生徒自身が企画して実施する等、いろんなことを試してみることも必要だ。
・この学校に行ったらこれがあるという目玉を作って欲しい。充実した夏の進学講習等、もっとアピールすべき。
・地域とのさまざまな連携は期待している。社会教育や社会体験も充実させて欲しい。
2 次年度採用予定の教科書の紹介
・興味深い教科書であり、内容も適切だ。
【第2回：11月12日】
1 第１回授業アンケートの結果より
・主体的、対話的な深い学びをめざしたグループ学習やペア学習については、十分な準備が必要、グループの中の中心人物だけが発言を独占し、深い学びにならないことも多い。
・以前、ＩＣＴ機器を使い、視覚的に有効な授業を見学した。その学校では予習に力を入れ、前日に次時間の授業内容をＨＰにアップ、それを見て生徒たちが授業に臨むというもの。予習した生徒中心に授業を進めていくことで、生徒たちの主体的な学びを保障。ぜひ参考にされたい。
・大学では、ゼミなど昔から主体的な学びやアクティブな学びの機会があった。しかしこれも基礎がないと主体的な学びに結びつかない。例えば、英会話でも文法をしっかり理解していないと伸びないし、基礎的な知識や勉強の仕方を身に付けることの方が大事だ。
・「何で学ぶか、何を学ぶか」といった本質的なことをもっと生徒に伝えていくべき。やみくもに生徒に迎合するのではなく、学習内容の必要性を生徒に伝えていくことがとても重要だ。
②　高大連携について
・アジアでは英語が国際共通語になりつつある。実際にアジアの留学生と交流することは、高校生にとって良い経験となる。
・放課後の学習支援や英語検定での協力は、教育大学の学生たちにとっても有効、小学校教員志望の学生も、これからは五教科を中心にした教科教育力が求められる。教わる側の高校生も同じで、翠翔のセンター試験受験を勧めている進路指導は、五教科の力を伸ばす意味でとても良い。
2 　その他（コース制の見直し、地域連携、広報）
・高校生が出身中学校に出向いてアピールすることは、とてもよい経験の場となった。学校教育とともに社会教育の場で生徒を育てることは、昔からよく行われてきた。プレゼン能力の育成や地域とのつながり、地域の活性化にもつながる。
【第3回：2月5日】
1 学校教育自己診断アンケートの結果より
・「本校に入学して良かった」の項目は、１年次は低く、２～３年次になるにつれ向上していく傾向は例年どおりだ。きっちりとした生徒指導に対して、入学当初は自分の為になるという意識がなく、一方的に「押さえつけられている」と見方をしているのではないか。
・生徒指導に関しても、客観的に見て緩めても良い部分は緩め、だめなものはだめという明確な線引きや、時によっての緩急の使い分けが大切である。
・保護者は、学校の指導に対し高く評価している。小中学校で叱られずに育ってきた生徒に、社会生活や集団生活について教える教育は、今後も継続していって欲しい。
・最近の中高生は大人しい。人前で意見が言えるようなプレゼンテーション力を身につけて欲しい。
2 学校経営計画について
・大阪教育大学との連携はとても良い。新コースの設置は早急に進めて欲しい。予定よりももっと前倒し出来ないか。
・地域との連携について期待している。地元中学校からの体験授業や、高校生が逆に中学校に出向いてのインターンシップのようなものも企画して欲しい。
・八尾市のイベント等で本校生が活躍してくれている。安心安全の地域づくりの観点からも、本校生の地域防災訓練等への参加も期待している。



３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標
	自己評価

	１　生徒指導の充実
	(1) あいさつ運動と生徒との対話の推進

(2) 社会ルールの獲得と自己表現力の育成



(3)生徒の立場に配慮した生徒指導の充実
	(1) 校内でのあいさつと同時に特に生徒と積極的に対話を重ねることで、学校で楽しく生活することができる雰囲気を醸成する。
(2) ア 授業の開始と終了時の号令、授業中の規律について生徒自らが徹底するように努める。
イ 授業やＨＲ活動にディベートなどをこれまで以上に積極的に取り入れ、生徒が自ら考え発表する機会を増加させる。
(3)生徒が気軽に相談できる雰囲気が高まるよう、教員のカウンセリングマインドの更なる充実に向けた研修等を実施する。
	(1) 生徒向け学校教育自己診断における学校生活等の項目における肯定的回答の向上※平成29年度64％ →67％目標

(2) ア生徒向け学校教育自己診断における関連項目の肯定的回答の向上
※H29年度63％→67％目標

イ生徒向け学校教育自己診断アンケートにおけるプレゼン能力の肯定的回答の向上　　※H29年度49％→55％
(3)学校教育自己診断における教員と生徒の距離感に関する項目での肯定的回答の向上　※H29年度50％→54％
	(1)次年度は生徒との積極的な対話や生徒の活躍を校内に広く発信するなど、楽しい学校生活に向けた雰囲気の醸成を図る。
61％（△）
(2)ア生徒の自主性を高めるため、指導に際し生徒の納得感を得るよう説明して指導を行う。58％（△）
 イ大幅に上昇、一層進めていく。62％（◎）

(3)成果をあげており、今後も継続して充実させる。55％（○）

	２　進路指導の充実
	(1) キャリア教育指導の再構築





(2) 授業改善に係るシステムの構築



(3) 系統立てた教科指導の確立



(4) 学習意欲向上と自己表現力の育成




(5) 家庭学習の定着



(6) 語学研修や国際交流活動の活性化
	(1) ア 生徒向けの進路選択及び科目選択について、個々の教員のガイダンス能力を高める。
イ 授業や調べ学習、セミナー等において、積極的にキャリアガイダンスセンターを活用するとともに、教員が生徒と対話を重ねながら、生徒個々の進路選択の支援をする。

(2) 教員相互の授業見学・授業研究週間を年２回実施すると同時に、先端的な教科指導に関する研修を開催し、教員の授業力の更なる向上をめざす。

(3) 教科会議で育てたい生徒と身に着けさせたい学力を確認し、教科として３年間の指導計画を作成する。同時に「授業改善」をめざして先端的な教科指導に関して教科での議論をすすめるとともに、教材の共有化を図り業務の効率化をめざす。
(4)ア ＩＣＴ機器や視聴覚教材を活用して授業展開に工夫を加えるなど、生徒の学習意欲向上に繋がる授業づくりを推進する。
イ グループ学習やペア学習、研究発表などアクティブラーニングを活性化し、生徒の理解力、自己表現力の向上をめざす。
(5)生徒が継続的に家庭学習に取り組むために、教育産業による学力検査等を利用し、個々の学力目標に向けた学習計画を作成し支援する。
(6)海外語学研修参加者の体験談を披露する機会を設定する。海外から学校訪問を希望する生徒を積極的に受け入れる。これらの取り組みを通して、生徒の意識を高める。
	(1)ア及びイ
①生徒向け学校教育自己診断における進路指導、進路ガイダンスに関しての肯定的回答の向上
※平成29年度81％ → 84％目標
②卒業時の国公立大学及び難関私立大学学合格者数の合計15名以上
(2)①生徒向け学校教育自己診断における授業改善に関して、肯定的回答の向上
※平成29年度61％ →65％目標
授業アンケート全教科平均値の向上
※平成29年度3.25 →3.29目標
(3) ※平成29年度教員研修（教科・授業指導） 教員相互の授業見学を受けての教員研修・教科会議（各２回）

(4)ア生徒向け学校教育自己診断におけるＩＣＴ機器に関する項目の肯定的回答の向上※平成29年度60％ →63％目標
イ生徒向け学校教育自己診断アンケートにおけるプレゼン能力の肯定的回答の向上　
※平成29年度49％ →52％目標

(5)生徒向け学校教育自己診断における家庭学習状況に関する項目における肯定的回答の向上
※平成29年度41％ →45％目標
(6) 語学研修説明会（H31年度実施予定）、H29年度参加者の体験談を披露する会を実施する。（年間１回ずつ）
　H31年度語学研修参加希望者25名目標
	(1)①キャリアガイダンスについては評価が高い。この取組みを継続していく。85％（○）
3 国公立大学合格者及び難関私立大学合格者については、2（2/22現在）
現役受験者数減（△）
(2)授業改善は着実に成果をあげている。次年度は学力向上委員会を設置し、更に発展させたい。自己診断アンケート67％（○）
授業アンケート3.25％（△）
(3)授業見学強化週間（２回）
研究授業（６回）（◎） 


(4) アICT機器利用が急増し、機器が不足している。今後、整備が課題である。
自己診断アンケート64％（○）
イ授業での発表の機会は大幅増。来年度も継続して進める。　62％（◎）
(5)目標を大きく上回ったが、さらに定着させる取組みを進める。 53％（◎）

(6)来年度、語学研修を企画する。
研修後の満足度100％目標。
　 語学研修説明会において、昨年
度参加者による体験談披露
（2月実施予定）

	３　特別活動の充実
	(1) 生徒の主体的な活動の活性化

(2) プレゼンテーション能力の育成

(3) ホームルーム活動の活発化

	(1) 学校行事等の企画・運営段階からの、生徒の積極参加を促すことで教員の業務時間の短縮と効率化を図る。
(2) 学校行事や総合学習における生徒のプレゼンテーションの機会を増やす。

(3)ホームルーム活動を生徒の主体的な活動と位置づけ、生徒会活動や部活動を中心に、生徒の意見を吸い上げ、その活性化を図る
	(1) 学校教育自己診断アンケートにおける肯定的回答の向上
※平成29年度59％ →62％目標
(2) 生徒向け学校教育自己診断での、プレゼン機会の肯定的回答の向上
※平成29年度49％ →52％目標
(3) 生徒向け学校教育自己診断の肯定的回答の向上
※平成29年度63％ →66％目標
	(1)10ポイント下落。生徒が積極的
に行事に関わるよう行事のあり
方を見直していく。49％（△）
(2)目標を大きく上回った。更に上をめざしたい。62％（◎）
(3)行事の満足度と関連していると考えている。生徒の意見を反映した取組みを行うなど対策を講じ、改革していく。60％（△）

	４　地域連携の充実
	(1) 学校広報活動への生徒による主体的参加の推進


(2) 生徒による地域進出の推進


(3) 情報発信力の再構築

	(1)学校説明会や体験入学において、生徒会役員・クラブ員・その他有志の生徒を積極的・主体的に参加させる。司会・案内を生徒が中心となって行う等、生徒を中心に置いた広報活動を展開する。
(2)曙川東地区を中心にした清掃活動や、地域の保育園・高齢者福祉施設等と連携した生徒の活動を増やし、地域に根付き地域から愛される学校をめざす。ボランティアサークルの結成を呼び掛ける。
(3)本校の良さを、積極的に地域に伝える。新ホームページを活用した情報発信力の強化と広報力の向上をめざす。
	(1) 生徒が主体的に企画した広報活動の取り組み参加者数
※H29年度：生徒参加延べ210人参加→
H30年度:250人参加目標


(2) 地域活動へのボランティア生徒の参加者数
※H29年度：延べ430人参加→
H30年度：460人参加目標
(3) 学校説明会生徒参加者数
※平成29年度延べ参加者460名→
平成30年度500人参加目標。
	(1)本年度は延べ361人が参加（◎）




(2)募金活動や近隣の清掃活動等、生徒主体の活動を継続して実施していく。490人（◎）

(3)情報発信を積極的に行い、学校
説明会への参加者を増やす。
H30年度480人（〇）

	５　人権教育の充実
	(1) 安全安心な学校作りの推進


(2) 生徒相談体制の環境整備


(3) 自立支援コース生徒との交流促進
	(1) 不登校や問題事象の兆候を感知できる教員力の強化ととともに、いじめに対しては、早期発見に努めるとともに、事象に対しては、組織的に迅速な対応を行う。
(2) 様々な相談に対応できるように、関係教員のスキルアップを図ると同時に、発達障がい等に対するケアについても的確に指導できる体制を構築する。 
(3) 自立支援コース生徒への教育活動を通して「ともに学び、ともに育つ」教育を一層充実させ、生徒の自己肯定感を育むとともに、コース生以外の生徒との相互理解を深め、信頼し励ましあう関係を作る。
	(1) 生徒向け学校教育自己診断の人権意識に関する項目での肯定的回答の向上
※H29年度70％ → 72％目標
いじめに関するアンケートを年1回実施
(2)生徒向け学校教育自己診断の教育相談等の項目における肯定的回答の向上※H29年度42％ → 50％目標

(3)生徒向け学校教育自己診断の人権意識に関する項目での肯定的回答の向上※H29年度70％ → 72％目標
自立支援・共生推進卒業生アンケートにおいて同級生の肯定的回答の向上
※H29年度75％ → 80％
	(1)人権教育が成果をあげてきた。次年度も取り組みを模索していく。75％（○）

(2) 生徒への丁寧な対応もあり、目標値を上回った。次年度も継続して進めていく。52％（○）
（3）文化祭等での取組みが成果を上げた。畑作物収穫や調理など、次年度は更に取組みを増やしていく。75％（○）
　卒業生の肯定的回答　76％（△）



